
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動 10歳を祝う会｢堂々と発表することができました！｣ 

６月 30日(木)に、｢自分の良さに気付き、今頑張っていることやこれから頑張

ることをみんなの前で発表することができる。｣ことをねらいに｢10歳を祝う会｣

を実施しました。４年生８名が、学校生活の中で頑張っている組体操やサーキッ

ト活動、習字、詩の朗読、身体表現などを保護者や友達に向けて発表しました。

どの児童も練習の成果を存分に発揮し、堂々と発表することができ大きな拍手を

あびました。感染症対策で４年生以外の児童はリモートによる視聴となりました

が、10 歳の節目をみんなで確かめ合える心温まる会となりました。緊張しなが

らも誇らしげに発表した４年生からは、たくましく成長した姿を感じることがで

きました。 

本番に向けて繰り返し練習してき
た組体操。笛の音に合わせてかっ
こよくポーズを決めることができま
した！ 

小学部の学習の様子 

舞鶴支援学校通信  
令和４年度第５号  
    発 行 
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TEL 0773-78-3133  
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２学期の始まりにあたって 
わずか２週間ほどで明けた梅雨の反動のように、この夏、全国各地で異常な降り方をする雨による被

害の様子がニュースで報じられました。被害に遭われた皆様には心よりお見舞い申し上げます。 
  
それにしても、「今年の夏は暑かったなあ…」と思い、実際どうだったかと気象庁のホームページで舞

鶴市の７月・８月のデータを調べてみました。１日の「最高気温」は、最高 30度以上の『真夏日』がお

盆までの 24日連続を含め８月 18日現在ですでに 39日、うち 35度を超える『猛暑日』が 15日ありまし

た。昨年はといえば『真夏日』が８月末までで 40日、うち『猛暑日』は８日だったので、今年は『猛暑

日』の分、「徹底的に暑かった」というところでしょうか。さらに１日の「平均気温」で 30度以上（つ

まり、夜も気温が下がっていない）を今年は 10日も記録しています。昨年はこれが一度もなく、一昨年

は５日あっただけ…やはり「今年の夏は暑かったなあ…」で正解だったようです。 
 
ＩＣＴの普及もあって、こうした数値やデータをもとに素人なりにいろいろなことを考えたり、予測

したりすることが容易にできるようになりました。しかしながら、感染者のデータも膨大になり、感染

防止の取組が３年も続く新型コロナウイルス感染症に関わっては、いまだ先行きが見通せず、引き続き

の対策が求められそうです。京都府では、今年に入ってからの累計で 33万人を超え、府民の約７～８人

に１人が感染した計算になります。舞鶴市でも７月終わりごろから 100名を超える日が続き、今年の累

計で市民約 10人に１人が感染、という心配な状況にあります。感染力が強く、いつ感染しても不思議で

ないことは数値を見ても明らかな一方、重症化率は必ずしも高くないとされ様々な制限緩和策が検討さ

れていますが、海外のニュースで見るようには無防備になれそうにありません。 
 
ハイリスクの状況にある児童生徒を含めて「子どもたちの学びを止めない」…そのために、またマス

クを付け、密を避け、こまめに消毒をしながら、最大限できることをできる方法で進めていく２学期の

スタートになります。３年ぶりの開催に備える『ふれあい・心のステーション』や今年こそライブで見

ていただきたい『学校祭』をはじめ、見ていただきたいもの、やってみたいことは山ほどあります。高

等部３年生は、夏に職場での実習もスタートし、卒業後の進路実現に向けた取組がいよいよピークに向

かいます。 

ひっそりと校内が静まっていた間、教職員も、様々な研修会（オンラインになったものが多かったで

すが）などに参加し、リフレッシュもして準備万端です。戻ってきた子どもたちが再度活気を吹き込ん

だ学校で、どんな“実りの秋”が展開されるか楽しみでなりません。ＰＴＡの御協力を得て始める取組

も予定していますので、引き続き本校教育への御支援をよろしくお願いいたします。 

 

校長  山本 直之  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別活動 チャレンジタイム「学級を超えてチャレンジ！元気に活動しています！」 

１学期は、校内の教職員を招待し一緒に取り組めるミニゲームなどのレクリエ
ーションを企画しました。事前学習では、学年を２グループに分けて、レクリエ
ーションの内容を決めたり、招待状を作成したりするなどの準備をしました。本
番は２日間に分けて実施し、全体の司会進行やルール説明なども役割分担して自
分たちで取り組みました。招待した教職員と一緒に生徒たちも｢じゃんけん列車」
「けいどろ」「ダンス」「だるまさんが転んだ韓国語バージョン」「○×クイズ」「近
所迷惑ゲーム」などにチャレンジしました。主体的に会を進めながら仲良くダン
スやゲームをしたり、クイズに正解して喜んだりする姿が見られました。自分の
役割が果たせたか、友達のどんなところが良かったかなど、学年ごとに振り返り
ました。全校行事等で役割を担っていくことに今回の学習が生かせるよう、高等
部に向けて今後も継続して取り組みます。 

総合的な学習の時間 ｢レッツ！エンジョイ！ レクリエーション！｣ 

外気の暑さと水の気持ちのよ
い冷たさなど、“夏”を全身
で感じることができました！ 

季節の学習として“夏”を味わうことをねらいに、｢海｣をテーマにした様々

な活動に挑戦しました。はじめに、海の雰囲気や生き物を知るために、「海の絵」

と「ビニールクラゲ」の制作をしました。「海の絵」では、画用紙に海のイメー

ジの色を選び、カラーペンで塗ったり、指先で砂を触ってザラザラした感触を

確かめながら貼ったりしました。｢ビニールクラゲ｣では、ビニール袋をカスタ

ネットバサミで切ってクラゲの足を作り、折り紙をちぎって胴体になる袋に入

れて仕上げました。そして｢水遊び｣では、海水浴のイメージでプールの水面を

揺らし、その冷たさや水の感触を心地良く感じることができました。今後も制

作や屋外での活動の中で、四季折々の自然に触れる体験を通して、季節の移り

変わりを感じられるよう学習していきます。 

特別活動では、「他学級の友達と協力し合い、集団の中でそれぞれの力を発揮
する。」ことをねらいに、チャレンジタイムを行っています。｢音楽(ダンス)」｢卓
球バレー」｢風船バレー」の３種目から希望の種目を選び、一年間取り組みます。 
｢音楽｣では、ダンスに取り組んでいます。ステップ等のアイデアや改善点な

ど、自分たちで意見を出し合いながら振り付けを決め、実際に踊っている様子
をタブレット端末で撮影しました。２学期は自分たちで作った動画を組み合わ
せ、課題曲に合わせた振り付けを考えていく予定です。 
｢卓球バレー｣では、チームに分かれてゲームを中心に行っています。チーム

ごとにポジションを考えたり作戦を練ったりして、１回でも多くラリーが続く
よう言葉を掛けて励まし合いながら試合をしています。 
｢風船バレー｣では、３年生がキャプテンとしてチームの中心となり、サーブ

の順番やポジション決めをしています。ゲームでは、友達の名前を呼んでパス
をすることを意識し、全員にパスを出してから相手のコートに入れることを目
標に頑張っています。 
 今後もチャレンジタイムを通して、学級を超えて友達と一緒に取り組み、人
と関わり合う力、協力して取り組む力などを育んでいきます。 
 

７組 生活単元学習 ｢ゴー！ゴー！サマー！｣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  中学部の学習の様子 

 10月の学校祭に向けて、YOASOBIの｢♪ツバメ｣の曲に合わせてダンスを創って

います。初めは、曲を何回も聴いてイメージを膨らませました。ツバメが踊って

いる様子を真似して踊ったり、「悲しい」という歌詞の部分には泣いている振り

を付けたりとそれぞれが自由な発想で考えました。中には、｢最後は皆で手をつ

なぎたい！｣と全員で一緒にできる振り付けを提案する児童の姿もありました。

学校祭本番に向けて、素敵なダンスになるよう練習を重ねていきます。 

 

８組 生活単元学習 ｢ダンスを創ろう！｣ 

友達同士で教え合った
り、真似したりしながら、
協力して創りました！ 

生徒同士でルールを説明した

り、手本を見せたりするなど、

役割分担して取り組みました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  高等部の学習の様子 

 小・中学部とリモートでつながり、合同七夕コンサートを行いました。短冊の

願い事を発表したり、｢♪たなばたさま｣を皆で歌ったり、音楽で取り組んでいる

ことを発表したりしました。高等部１・２組は、｢♪にじいろ｣を手話歌やスカー

フを使って表現したり、｢♪幸せなら手をたたこう｣の曲に合わせて一人ずつ選ん

だ楽器を演奏したりしました。３年生の二人は最高学年として、司会や挨拶を担

当し、自信をもってスイッチを押したり、笑顔を見せたりしながら進行すること

ができ、小・中学部の後輩達にカッコイイ先輩の姿を見せることができました。 

他学部の発表にも興味をもって
しっかりと画面に注目することが
できました。 

第１回目の部活動では、部員の自己紹介をした後、今年度の音楽部の活動内

容であるハンドベルやダンスについての確認をしました。そして、レクリエー

ションで｢輪っかとりゲーム｣を行いました。輪っかとりゲームは、音楽に合わ

せて歩き、音が止まったら自分の近くにあるラバーリングの中に入ります。少

しずつ数が減っていくので、最後の一人を目指して夢中になって活動する姿が

見られました。途中で入れなかった生徒も、音楽に合わせてダンスや手拍子を

するなどして応援しました。３学期にある発表会に向けて、部員全員で協力し

て、素敵な演奏を発表できるよう頑張ります。 

★エンジョイスポーツ部 

 

エンジョイスポーツ部では、様々なスポーツに親しむことを主なねらいとし、

ボッチャを中心に活動していきます。第１回目の部活動では、部長・副部長を

決め、ボッチャのルール確認をしたり、試合を体験したりしました。ボールを

一つ投げるたびに歓声が上がり、最後まで試合に集中して参加する姿が見られ

ました。様々な人と一緒にスポーツをすることを通して、体を動かすことの気

持ちよさを感じたり、コミュニケーション能力や新しいことに挑戦する気持ち

を身に付けたりできるように頑張ります。 

★アスリートスポーツ部  

 

アスリートスポーツ部では、自己記録の更新や陸上大会やフライングディス

ク大会などのスポーツ大会へ出場することを目標に活動していきます。陸上練

習は、短距離走・中長距離走・投てきの３種目に分かれて行います。生徒自身

が大会に出場したい、記録を伸ばしたいと考えている種目を選んで参加します。

第１回目の練習では、３種目に分かれて練習を行いました。それぞれの練習メ

ニューを提示すると、生徒同士で言葉を掛け合って主体的に練習を進めていく

姿が見られました。９月にある全京都障害者スポーツ大会(陸上大会)を目指し

て、良い結果が出せるように部員全員でチームとなって頑張ります。 

総合的な探究の時間では、生徒が主体的に学ぶことを目的として、調べ学習を

行っています。１学期は、｢地震が起きたとき、どのように対応すればよいか｣を

テーマに、｢過去５年間に震度４以上を観測した都道府県｣｢地震と津波の起こり

方｣｢大飯原発から放射能漏れが起こったら｣｢地震への対応と対策｣の４グループ

に分かれてインターネット等で調べました。調べていく中で、｢これはどうなるの

だろう？｣と興味の幅を広げたり、｢こんな記録があった！｣と新たな発見に驚いた

りしながら、主体的に学ぶ姿が多く見られました。調べた内容は、グループごと

に壁新聞でまとめ、発表しました。記事の配置や色、イラストなどを工夫して分

かりやすく見やすい壁新聞を作成し、相手に分かりやすい言葉で発表ができるよ

う自分たちで考えて発表することができました。 

一球入魂！狙いを定めて投球
します。 

９・10組 総合的な探究の時間 ｢君はそのとき、どうする？｣ 

特別活動 ｢部活動が始まりました！！｣ 

★音楽部  

１・２組 ｢小・中学部と一緒に七夕コンサート！｣ 

｢リズム」とみんなの｢心｣を合わ
せて、ハンドベルにも挑戦しま
す。 

良いスタートダッシュが切れる
ように、姿勢などを確認しなが
ら繰り返し練習しています！ 

自分たちで調べたことを壁新聞
にまとめることで、情報が整理さ
れ、さらに理解が深まりました。 

高等部では、スポーツや文化活動を通して学校生活や余暇活動を豊かにすることや、グループを超えた

様々な人との関わりを通して集団で活動する力を付けることなどをねらいとして、部活動を行っています。

本年度、活動する３つの部活動を紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

予告なしの避難訓練 ｢突然放送が入って、びっくり！｣ 

 

」 

 

７月５日、児童生徒と指導者にも日時を知らせず、突然の放送による避難訓練

(土砂災害)を行いました。昼休み中の実施ということもあり、教室以外で活動し

ていたり、一人で過ごしていたりする児童生徒もいましたが、放送をよく聞いて、

指示のあった３か所の避難場所に全員避難することができました。避難訓練も回

数を重ねるごとに｢おさない・はしらない・しゃべらない・もどらない｣が定着し、

不安なく、素早く安全に避難できるなど、児童生徒の意識の高まりを感じる避難

訓練となりました。 

 

６月 29日、舞鶴西消防署救急隊員の方を講師に、教職員対象の｢救急救命講習

会｣を、感染対策を行いながら実施しました。｢救急隊が到着するまでのわずかな

時間に、心肺蘇生などの応急手当ができる。｣｢落ち着いて、迅速に対応すること

ができる。｣ことを目標に、心肺蘇生練習器具を使用した胸骨圧迫やＡＥＤ(体外

式除細動器)の扱い方を学びました。講習では、意識・呼吸の有無がわからなく

ても迷わずに胸骨圧迫やＡＥＤを使用することが、大切な命を救うことにつなが

ることなどを、実技を交えて教えていただきました。今後も研修を重ね、冷静か

つ迅速に対応できる技術を身に付けていきます。 

 

 

教職員研修 救急救命講習会｢３つの PUSHが大切！｣  

 

 

交通安全教室 ｢交通ルールを守ることの大切さを学びました！｣ 

 

いつもの教室とは違う場所か
らの避難を経験することがで
きました。 

７月 14日・15日に、感染対策を行い、中学部・高等部の生徒を対象に交通安

全教室を実施しました。舞鶴警察署交通課の方の指導のもと、講義や実技練習な

どをしました。講義でのＤＶＤの視聴や講話などを通して、交通事故の怖さや交

通ルール、道路標識の意味なども学習しました。実技練習では、体育館に模擬道

路や信号機を設置し、講義で学んだことも思い出しながら横断歩道の渡り方や前

後左右の確認、自転車の乗り方などを練習しました。今後も、校外学習や日常生

活など様々な場面において、学んだことを思い出し、自分も周りの人も安全に過

ごせるよう継続して指導します。 

★学校だよりの発行・発送作業について★ 
 高等部の｢職業｣で、本紙の二つ折りや三つ折りの作業をしています。 

各家庭だけでなく、広く地域や社会へ向けて発送することを意識して丁寧に 

作業に取り組んでいます。 

10 月 
３日(月)学校祭振替休業日 
８日(土)学校祭｢舞鶴わくわくフェス｣ 
27日(木)高)修学旅行(～28日) 
11 月 
２日(水)中)修学旅行(～３日) 
４日(金)中３年)振替休日 
８日(火)小)ラン＆ウォーク 2022、参観日 
28日(月)中・高)参観日 

12 月 
19日(月)給食終了 
20日(火)個別懇談(～21日) 

短縮校時(～22日) 
22日(木)２学期終業式 

その他２学期の主な予定  

 

  全校での取組の様子など 

８月行事予定 
25日(木)始業式、短縮校時、個別懇談(～26日) 
26日(金)短縮校時、こころの相談 
29日(月)通常校時、給食開始 

 

 
９日(金)スクールソーシャルワーカー相談日 
14日(水)スクールカウンセラー相談日 
    高)ふれあい心のステーション（～15日） 
16日(金)小)オペラワークショップ 

こころの相談 
18日(日)全京都障害者総合スポーツ大会陸上大会 
21日(水)小)参観日 
22日(木)中・高)参観日 

９月行事予定 

本校は保健室横の廊下に
AEDが設置されています。 

※予定は変更する場合があります。 


